
金
滞
古
蹟
志
巻
廿
八

米
商
費
を
た
し
け
り
。
但
し
共
の
阻
先
以
来
の
停
記
た
き
ゅ
ゑ
、
府

中
大
文
字
屋
の
別
家
等
の
事
詳
か
た
ら
歩
。

。

地

獄

橋

金
津
橋
梁
記
に
、
地
獄
橋
御
坊
町
下
也
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
極

集
橋
に
劉
し
た
る
橋
名
た
ら
ん
か
。
但
し
今
此
の
橋
鮮
か
た
ら
宇
。

O
塩

屋

町

三
州
志
楽
園
櫛
見
附
録
に
、
今
の
纏
屋
町
・
御
坊
町
等
は
、
古
へ
今
の

前
回
式
部
の
第
越
に
か
け
て
あ
り
し
と
僻
官
す
。
と
見
h
・
組
尾
記

に
、
塩
屋
町
は
今
の
金
城
迫
手
前
に
あ
り
し
を
、
寛
永
年
間
此
の
所

へ
部
地
す
。
と
あ
り
。
三
州
名
跡
誌
に
は
、
金
城
大
手
先
前
回
封
馬

守
屋
敷
港
島
よ
ぴ
算
用
場
越
に
あ
り
し
町
家
を
ぽ
、
堀
川
口
へ
所
替

命
ぜ
ら
る
。
と
い
へ
り
。
今
按
宇
る
に
、
平
野
屋
宇
助
・
片
岡
孫
兵
衛

等
の
由
緒
書
に
、
園
初
以
来
尾
坂
下
に
居
邸
賜
は
り
居
住
し
来
る

腐
、
寛
永
十
三
年
火
災
に
付
、
町
替
被
昌
仰
付
一
此
時
移
鱒
命
ぜ
ら
れ

た
る
由
記
載
す
れ
ば
、
塩
屋
町
を
今
の
地
へ
移
縛
あ
り
し
も
、
同
時

な
る
べ
し
。
改
作
所
奮
記
に
載
せ
た
る
寛
文
六
年
丸
月
用
所
よ
り
の

書
面
に
、
大
野
筋
へ
鷹
野
御
出
之
刻
.
御
召
船
之
内
一
股
塩
屋
町
端

之
川
に
震
v
登
置
.
と
い
ふ
事
見
ね
た
り
。
此
の
時
代
ま
で
は
‘
塩
屋

一
、
塩
師
井
商
人
手
前
よ
り
、
他
国
ね
塩
出
し
不
v
申
様
K
.
念
度
縮

り
可
v
被
=
申
付
-
健
一
事
。

一
、
寅
飴
り
塩
有
v
之
候
者
、
是
叉
時
々
相
場
並
可
v
被
=
召
上
-
候
事
。

て
塩
一
一
俵
に
付
遼
上
銀
八
分
宛
、
塩
師
共
よ
り
上
v
之
可
v
申
候
。
此

遮
上
銀
、
散
小
物
成
同
事
取
立
候
様
可
v
被
=
申
付
-
候
一
事
。

一
、
塩
手
.
米
、
百
姓
勝
手
次
第
に
貸
渡
し
‘
年
中
平
均
直
段
を
以
、

代
銀
取
立
候
様
に
可
v
被
a
申
渡
-
候
事
。

右
之
遇
被
目
仰
付
-
候
一
保
、
被
且
共
意
-
可
且
申
渡
-
候
。
以
上
。

持今臭前

封

蕃部幡馬

子
四
月
廿
七
日

回村

因

枝

民

回

玄

笹
岡
助
左
衛
門
殿

伊

藤

内

膳

殿

平
岡
小
左
衛
門
殿

御
分
園
之
内
商
質
塩
之
御
定
書
官
椅
議
候
。

一
、
塩
座
賞
月
切
に
而
被
昌
召
上
一
来
朔
日
よ
り
誰
に
而
も
商
費
仕
筈

に
候
。

金
滞
古
蹟
志
巷
廿
八

町
は
此
の
筋
の
町
端
・
な
り
し
や
う
に
開
ゆ
。

。
塩
屋
町
来
由

或
は
-R
ふ
。
奮
藩
闘
初
以
来
塩
問
屋
を
世
か
れ
、
能
登
諸
捕
の
製
塩

等
を
逗
港
せ
し
を
喪
捌
か
し
め
ら
れ
た
り
。
故
に
町
名
を
塩
屋
町
と

呼
ペ
り
と
。
按
宇
る
に
、
改
作
所
奮
記
に
蛾
せ
た
る
‘
高
治
=
一
年
四

月
廿
七
日
前
回
針
馬
等
連
名
建
番
等
如
v
左。

健

一
、
五
千
俵

-
、
五
寓
依

一
、
二
高
俵

一
、
一
高
俊

一
、
五
千
俵

宮小魚高七

四松腰岡津尾

〆
・
丸
高
俵

此
分
毎
年
公
儀
h
被
昌
召
.
上
一
所
不
御
磁
ね
可
v
被
昌
詰
置
-
候
。

-
、
御
分
闘
中
喰
塩
直
段
之
儀
、
塩
師
与
商
人
相
封
を
以
て
賀
可
v
申

候
事
。
て
=
一
ヶ
園
所
々
御
滅
入
塩
直
段
之
儀
、
其
時
三
相
場
を
以
可
v
被昌

召
上
-
候
事
。

一
、
此
御
定
書
は
能
州
塩
之
御
定
に
候
。
地
塩
運
上
銀
又
は
商
賓
之

俄
茂
、
此
御
定
書
之
過
に
候
保
‘
共
御
心
得
可
v
有
v
之
候
。
促
.
地
演

-
貸
-

之
趨
師
共
に
は
、
御
併
米
は
跡
々
よ
り
無
v
之
候
。

一
、
右
越
上
銀
は
、
散
小
物
成
取
立
入
、
取
立
候
様
に
御
申
付
可
ν
有
v

之
候
。
一
、
他
国
b
塩
出
候
事
、
竪
御
停
止
に
候
。
誰
々
に
よ
ら
宇
、
御
闘

之
内
に
而
塩
商
賀
仕
度
考
は
、
自
由
に
仕
候
様
に
‘
御
申
鯛
可
v
有
v
之

候
。
以
上
。

五
月
四
日
武
部
四
郎
兵
衛
殿

千
秋
彦
兵
衛
殿

御

算

用

場

御
老
中
よ
り
塩
之
儀
に
付
而
御
ケ
僚
嘗
‘
井
御
算
用
場
よ
り
添
書
附

遇
共
に
建
候
僚
、
組
h

ア
n念
度
可
昌
申
渡
-
候
事
。

一
、
明
後
日
組
中
高
・
物
成
之
手
前
之
控
之
帳
面
、
御
算
用
場
迄
持

参
可
v
仕
旨
被
=
仰
渡
-
候
問
、
油
断
仕
閑
敷
候
。
以
上
。

五
月
開
日

石
川
郡
十
村
中

武
部
四
郎
兵
衛

千

秋

彦

兵

衛

1i 




